
広 報

◎

健
や
か
に
育
て
幼
い
命

相
内
保
育
所

（高
松
隆
三
所
長
）
　

今
年
は
、
国
際
児
重
年
に
ふ
さ

で
は
、
八
月
二
十
六
日
相
内
小
学
　
　
わ
し
く
、
「健
や
か
に
育
て
、
幼
い

校
グ
ラ
ン
ド
で

″ち
び
っ
子
大
運
　
　
命
」
を
テ
ー
マ
に
、
種
目
も
親
子

動
会
″
を
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
の
ふ
れ
あ
い
を
強
調
し
た
も
の
が

運
動
会
の
終
わ
り
に
は
、
ね
ぷ

た
と
太
刀
振
り
も
く
り
出
し
、
ハ

ツ
ピ
姿
の
子
ど
も
た
ち
は
、
お
母

さ
ん
と

一
緒
に
ラ
ッ
セ
ラ
ー

、ラ

ッ
セ
ラ
ー
と
合
同
運
行
し
、
運
動

会
を
も
り
あ
げ
、
楽
し
い

一
日
を

過
し
ま
し
た
。

月号
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清掃環境彙化運動に協力し美しい市浦村をつくろう……

と大会童言しました。

広報しうら ②

消防観閲式

猛暑の中玉落 し競技も…

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
白
川
治

二
郎
村
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
村
元

富
弥
磯
松
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら
、

「
他
に
依
存
じ
す
ぎ
ず
、
積
極
的

■
行
動
し
、
自
ら
の
教
養
を
高
め
、

心
を
広
く
豊
か
に
し
、
老
人
福
祉

を
図
ろ
う
―
。」
と
力
強
い
大
会
宣

言
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
会
宣
言
の
中
で
、

一
、
積
極
的
に
老
人
健
康
に
参
加

―
∞
卜
寸
―

枷

市
浦
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
福
祉
大
会

環
境
美
化
運
動
に
も
協
力

「
―
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‘一　
　
大
会
は
、
物
故
者
に
対
す
る
黙

一　
　
健
康
保
持
に
つ
と
め
、
新
し

一　
と
う
。
佐
藤
慶
治
会
長
の
あ
い
さ

一　
い
社
会
に
順
応
で
き
る
よ
う
に
、
一　
つ
に
は
じ
ま
り
、
明
治
、
大
正
、

一　
自
ら
の
教
養
を
高
め
よ
う
―
。
　
一　
昭
和
と
長
い
間
社
会
に
貢
献
し
て

一　
と
第
七
回
市
浦
村
老
人
グ
ラ
ブ
　
一　
き
た
相
谷
と
め
さ
ん

（九
十
歳
）

一　
連
合
会
福
祉
大
会
は
八
月
二
十

一　
を
顕
彰
し
た
あ
と
、
鳴
海
金
次
郎

一　
五
日
午
前
十
時
か
ら
基
幹
集
落

一　
先
生
が

「老
人
福
祉
問
題
」
に
つ

一　
セ
ン
タ
ー
に
管
内
老
人
ク
ラ
ブ
　
一　
い
て
講
話
。
最
近
身
の
ま
わ
り
で

一　
会
員
約
百
二
十
人
が
参
加
し
て
　
一　
発
生
し
た
問
題
や
、
老
人
福
祉
を

一　
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
一　
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
集
っ
た

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
―
―
―
―
」
会
員
か
ら
大
き
な
拍
手
が
あ
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
健
康
の
保
持
に
つ
と
め
る
こ

一
、
で
き
る
限
り
社
会
教
育
の
場

に
参
加
し
、
新
し
い
社
会
に
順
応

で
き
る
よ
う
教
養
を
深
め
る
事
に

努
力
す
る
。

一
、
美
し
い
市
浦
村
建
設
、
即
ち

清
掃
環
境
美
化
運
動
に
協
力
し
、

参
加
す
る
。

一
、
公
共
施
設
の
利
用
改
善
は
大

い
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
際
、
更
に
福
祉
パ
ス
の
優
先

的
利
用
に
つ
い
て
も

っ
と
適
切
な

措
置
と
配
慮
を
望
む
。
と
四
項
目

に
わ
た

っ
て
提
案
し
、
萬
場
の
拍

手
で
確
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
開
催
地
側
を
代
表

し
て
、
佐
藤
辰
二
郎
さ
ん
が

「来

年
の
太
田
大
会
に
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
全
会
員
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
る
ピ
と
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、

福
祉
バ
ス
の
優
先
的
利
用
に
つ
い

て
の
要
望
事
項
等
を
決
め
て
閉
会

な
お
、
大
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
余
興
を
出

し
あ
い
、
な
ご
や
か
な
楽
し
い

一

日
を
す
ご
し
ま
し
た
。

市
浦
村
消
防
団
の
定
期
観
閲
式

が
八
月
十
四
日
、
団
員
百
人
、
消

防
自
動
車
三
台
、
可
搬
式
ポ
ン
プ

七
台
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
八
時
か
ら
磯
松
川
で
各
分

団
に
よ
る
玉
落
し
競
技
を
し
た
あ

と
、
脇
元
小
グ
ラ
ン
ド
で
自
川
治

三
郎
村
長
の
観
間
を
う
け
、
閲
兵

人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具
の
点

検
を
受
け
た
あ
と
、
消
防
訓
練
礼

式
、
分
列
行
進
を
し
ま
し
た
。

次

い
で
、
脇
元
公
民
館
で
表
彰

及
び
感
謝
状
の
授
与
、
王
落
し
競

技
の
賞
品
授
与
が
あ
り
、
白
川
治

二
郎
村
長
の
講
評
、
秋
田
谷
納
団

〔写
真
＝
規
律
正
し
く
分
列
行
進
す
る
団
員
〕

長
の
訓
示
の
あ
と
、
市
浦
営
林
署

目
時
寿
夫
管
理
官
か
ら
祝
辞
が
あ

こ
の
あ
と
、
受
彰
者
を
代
表
し

三
上
金
清
団
員
か
ら
謝
辞
が
あ
り

散
会
し
ま
し
た
。

■
優
良
団
員
受
彰
者

吉
田
重
夫
、
三
和
琢
磨
、
秋
田

谷
清
、
三
上
金
清
、
山
田
枚
昭
、

亀
田
信
治
、
福
島
輝
美
、
九
山
路

正
■
感
謝
状
贈
呈
者

（
退
団
者
）

鴫
海
弘
美
、
秋
田
谷
勝
美
、
浜

田
武
治
、
有
馬
順
二
、
メし
山
幸
春



③ 広報しうら

一
戸
（砲丸投）桜
庭
⑩
で
優
勝

第
二
十
四
国
市
町
村
対
抗
県
民

体
育
大
会
が
八
月
十
八
日
か
ら
二

日
間
の
日
程
で
青
森
市
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
午
前
十
時
か
ら
県
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
会
式

が
行
わ
れ
、
六
十
六
市
町
村
の
代

表
二
千
余
人
。
白
川
治
二
郎
団
長

以
下
七
十
二
名
の
市
浦
村
代
表
も

力
強
く
人
場
行
進
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
今
夏
最
高
の
暑

さ
の
下
で
熱
戦
を
展
開
。
千
五
百

肩
に
出
場
し
た
桜
庭
誠
選
手

（市

浦
中
勤
務
）
が
４
分
３
秒
９
の
大

会
新
記
録
で
優
勝
。
百
１１
で
は
、

‐２
秒
６
の
記
録
で
奈
良
良
光
選
手

（市
浦
営
林
署
勤
務
）
が
二
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
砲
九
投
げ
で
は

一
戸
俊

一
選
手

（役
場
勤
務
）
が
自
己
最

高
の
Ｈ
Ｈ
ｌ６

（大
会
記
録
）
に
は

お
よ
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
Ｈ
属

４
の
記
録
で
三
年
連
続
優
勝
を
な

し
と
げ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
競
技
で
は
、
軟
式
庭

球
、
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
剣
道
が
優

勝
チ
ー
ム
を
相
手
に
善
戦
し
、
弘

前
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
準
決
勝
ま
で

コ
マ
を
す
す
め
た
が
、
稲
垣
に
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム

と
期
待
さ
れ
て
い
た
軟
式
野
球
も

強
豪
チ
ー
ム
新
郷
を
六
対
〇
、
六

ケ
所
を
二
対

一
で
破

っ
た
も
の
の
、

決
勝
で
は
前
年
の
覇
者
田
舎
舘
チ

ー
ム
に
善
戦
し
た
が
、
六
対

一
で

惜
敗
し
ま
し
た
。

力
強
く
入
場
行
進
す
る

市
浦
村
代
表

!00mで 3位 に入贅 した奈良選手

優
勝
チ
ー
ム
を
相
手
に

書
戦
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

砲
丸
投
げ
で
三
年
連
続
優
勝
し
た

一
戸
選
手

強豪チーム新郷を相手に 6:0で破りました。

ｒ
ヽ
こ

ハ

ウ



広報しうら の

十三小に待望のプール
「
ワ
ァ
ー
イ
、
僕
ら
の
プ
ー
ル

が
出
来
た
ぞ
″
」

十
二
小
学
校

（葛
西
正
憲
校
長
、

児
童
数
九
十
六
人
）
に
子
ど
も
た

ち
が
待
ち
望
ん
で
い
た
学
校
プ
ー

ル
が
完
成
し
、
七
月
二
十
五
日
修

ば
つ
式
と
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ

村
で
は
、
村
内
四

つ
の
小
学
校

に
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
、

四
年
前
か
ら
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
初
年
度
の
相
内
小
学
校

に
続

い
て
、
太
田
、
脇
元
と
毎
年

一
校
の
割
合
で
プ
ー
ル
を
建
設
し

完
成
し
た
プ
ー
ル
は
、
同
校
体

育
館
の
東
側
に
建
設
さ
れ
、
総
工

費
二
千
九
百
五
十
七
万
円
。
二
十

五
肩
、
八
コ
ー
ス
の
プ
ー
ル
本
体

と
更
衣
室
、
男
女
ト
イ
レ
、
機
械

水
し
ぶ
き
を
あ
げ
大
は
し
ゃ
ぎ

―

●
尋

―

室
等
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ

ー
ル
本
体
が
ス
テ
ン
レ
ス
製
だ
け

に
、
サ
ビ
に
強
く
、
浄
化
装
置
が

あ
り
、
水
の
入
れ
替
え
は
ほ
と
ん

ど
無
用
。
さ
ら
に
プ
ー
ル
に
入
る

砂
ば
こ
り
な
ど
を
取
り
除
く
吸
引

装
置
な
ど
も
取
り
つ
け
ら
れ
、
水

の
衛
生
管
理
に
万
全
を
期
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
塩
害
防
止
の
た
め
に
ス

テ
ン
レ
ス
を
使

っ
た
プ
ー
ル
は
、

県
内
で
も
初
め
て
の
も
の
で
、
真

っ
黒
に
日
焼
け
し
た
子
ど
も
た
ち

は
新
し
い
プ
ー
ル
に
水
し
ぶ
き
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

市
浦
中
学
校
教
頭
か
ら

「
市
浦
村

の
将
来
を
担
う

一
員
と
し
て
期
待

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
運
動
を
通

し
て
地
域
社
会
の
立
派
な
形
成
者

に
な
る
よ
う
頑
張

っ
て
ほ
し
い
。」

と
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

集
ま

っ
た
高
校
生
た
ち
は
、
係

の
説
明
を
期
待
と
不
安
が
入
り
ま

じ

つ
た
よ
う
な
顔
で
聞
き
い
っ
て

い
ま
し
た
が
、
時
が
た
つ
に
つ
れ

て
だ
ん
だ
ん
う
ち
と
け
、
役
員
の

選
出
や
向
う

一
ヵ
年
の
事
業
計
画

を
審
議
し
、
楽
し
い
ふ
ん
い
き
の

中
で
歌
を
う
た

っ
た
り
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
を
す
る
な
ど
、
楽
し
い

一
日
を
過
し
て
い
ま
し
た
。

■
主
な
事
業

一
、
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
い

二
、
郷
土
史
に
つ
い
て

三
、
自
然
愛
護
活
動

四
、
オ
リ
ェ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

五
、
郷
土
野
と
村
の
未
来

■
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長
秋
田
谷
靖
浩
、
副
会
長
三

和
幸
博
、
藤
田
篤
、
班
長
、
三
和

直
樹
、
吉
田
勇
二
、
三
浦
光

一
、

奈
良
千
草
、
伊
南
杉
子
、
小
倉
広

起
、
副
班
長
、
成
田
衛
、
山
田
千

里
、
山
田
徹
、
奈
良
美
代
子
。

新しいプールではしゃぐ子どもたち

写
真
上
＝
ブ
ー
ル
完
成
に
児
童
代
表
が
お
礼
を
の
べ
ま
し
た

青
少
年
の
地
域
活
動
事
業
の

一

つ
で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
運
動
」

の

開
講
式
が
、
八
月
十
日
二
十
六
名

の
高
校
生
を
集
め
て
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
運
動
」
は
、
県
か
ら

委
託
を
受
け
て
今
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
事
業
で
す
が
、
主
と
し
て

在
学
青
年

（高
校
生
）
の
集
団
活

動
を
通
し
て
、
地
域
社
会
の
形
成

者
意
識

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
）

を
啓
発
し
、
公
民
館
活
動
に
お
け

る
在
学
青
年
教
育
の
拡
充
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
斎
藤
敏
勝
教
育
長

の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
宮
崎
富
雄

ふるさと運動とは……説明をうける高校生



|〕 広報しうら

磯松出稼労働組合で総会

出稼ぎ協会加入等を決める

磯
松
出
稼
労
働
組
合
の
第
十
四

固
定
時
総
会
が
八
月
十
四
日
午
前

十
時
磯
松
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し

同
組
合
の
総
会
は
、
毎
年
二
月

に
開
催
し
て
き
た
が
、
年
間
通
し

て
の
出
か
せ
ぎ
者
が
多
く
な

っ
た

こ
と
か
ら
、
今
回
か
ら
お
盆
に
開

催
す
る
こ
と
に
決
め
て
い
ま
し
た
。

同
地
区
の
出
か
せ
ぎ
世
帯
数
は

五
十
四
で
、
六
十
六
人
の
出
か
せ

ぎ
者
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
出
席
者
は
二
十

一
名

で
し
た
が
、
伊
南
忠
雄
組
合
長
が

「
雇
用
情
勢
が
上
向
き
の
傾
向
に

あ
る
と
は
い
ぇ
、
出
か
せ
ぎ
者
に

ま
つ
わ
る
諸
問
題
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
身
体
に
十
分
気
を

つ
け
て
頑

張
り
ま
し
ょ
ぅ
。」
と
ぁ

ぃ
さ
つ
し

続

い
て
、
五
十
三
年
度
の
経
過

報
告
と
決
算
を
承
認
。
五
十
四
年

度
の
事
業
計
画
を
審
議
決
定
し
ま

事
業
計
画
で
は
、
安
全
で
明
る

い
出
か
せ
ぎ
を
す
る
た
め
に
健
康

診
断
の
実
施
。
県
出
稼
協
会

へ
の

加
入
促
進
。
組
合
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
。
次
回
か
ら
留
守
家
族

を
ふ
く
め
た
合
同
総
会
の
開
催
等

を
決
め
ま
し
た
。

役
場
出
稼
担
当
者
か
ら
市
浦
村

の
出
稼
ぎ
実
態
調
査
の
報
告
と
県

出
稼
協
会
事
故
見
舞
金
制
度
の
説

明
が
あ

っ
た
ぁ
と
、
久
し
ぶ
り
に

会

っ
た
仲
間
と
酒
を
く
み
か
わ
し

″三
歳
の

ひ
み
つ
″

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

「
二
歳
の
ひ
み
つ
」
ぉ
母
さ
ん
の

″
な
ぜ
な
ぜ
教
室
√

が
、

こ
の
ほ
ど
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
二
十
七
人
の
若

い
お
母
さ
ん
た
ち
が
集

ま
り
、
熱
心
に
勉
強
し
ま
し
た
。

健
や
か
な
成
長
を
願
い

幼
児
期
の
教
育
の
あ
り
方
が
人

間
形
成
に
大
き
な
影
響
力
を
も

っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
教
育
委
員

会
で
は
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
、

三
歳
児
を
第

一
子
に
持

つ
両
親
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

教
室
で
は
、
幼
児
期
に
お
け
る
家

庭
教
育
上
の
具
体
的
な
諸
問
題
を

と
り
あ
げ
、
専
門
の
先
生
方
の
協

力
を
得
な
が
ら
幼
児
を
持

つ
親
に

対
し
て
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
た
り
、

個
別
的
な
相
談
に
応
じ
な
が
ら
家

庭
教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
ね

こ
の
日
も
、
佐
々
本
政
規
講
師

（深
浦
町
教
育
長
）
が

「
幼
児
期

の
し
つ
け
」
と
題
し
て
講
話
し
、

「
等
差
数
列
成
長
説
」
と
い
う
子

ど
も
の
成
長
段
階
を
類
別
す
る
方

法
を
わ
か
り
ゃ
す
く
説
明
し
ま
し

○
歳
か
ら

一
歳

人
間
ら
し
さ
の
で
き
る
時
期
（立

っ
て
歩
く
、
手
を
使
う
、
話
を
し

始
め
る
の
土
台
が
で
き
る
）

一
歳
か
ら
二
歳

人
間
形
成
の
基
礎
が
で
き
る
。

（性
格
、
知
能
な
ど
脳
の
発
達
）

″な
ぜ
な

ぜ
教
室
″

こ
の
時
期
に
育
て
方
が
よ
く
な
い

と
夜
尿
症
、
ぜ
ん
そ
く
な
ど
が
で

三
歳
か
ら
六
歳

社
会
勉
強
を
す
る
時
期

（買

い

物
、
汽
車
、
パ
ス
な
ど
母
と
共
に

行
動
す
る
と
同
時
に
、
母
か
ら
離

れ
る
訓
練
を
す
る
。）

六
歳
か
ら
十
歳

や
る
気
を
お
こ
さ
せ
る
。

（世

話
を
や
き
す
ぎ
る
と
子
ど
も
は
ゃ

る
気
を
な
く
す
る
。）

十
歳
か
ら
十
五
歳

大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
時
期
。

ま
た
、
最
近
女
子
労
働
が
多
く

な

っ
た
が
、
保
育
所
な
ど
に
任
せ

つ
き
り
で
は
な
く
、
母
親
自
身
の

手
で
た
く
ま
し
く
育
て
て
ほ
し
ぃ
。

と
結
び
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
中
里
町
か
ら
も
若

い
お
母
さ
ん
た
ち
が
十

一
人
参
加

し
て
い
ま
し
た
が
、
ゎ
が
子
の
健

や
か
な
成
長
に
真
剣
な
面
持
ち
で

メ
モ
を
と

っ
た
り
、
質
問
し
て
い

幼児教育は人間形成の基礎  長内吉二郎

県教育庁社会教育課長があいさつしました

熱心にメモをとるお母さんたち



役 場 の 電 話 は

2111番で す

9月のおしらせ聖

ρ

¨

社福協記念大会

第 2日社会福社■塵も

市浦村社会福祉協議会発足記念

大会を下記により開催 します。

記念大会を終わったあと、第 2

回目の社会福祉講座 を開催 します

ので、多数参加するように。

とき 9月 8日 午前10時

ところ 基幹集落センター

※講師 中野 潤木造町助役

(元県社会福祉協議

会事務局次長)

※昼食は、社協で準備 します。

※当日のパス運行時間

O桂川 (秋田谷久助宅前)8時
30分

0太田 (書山商店前)8時 40分

O十三 (公民館前)8時 30分

0脇元 (公民館前)8時 45分

O磯松 (公民館前)8時 50分

移 動 保 健 所

年9月 17日 10:00～ 14

ところ 桂川福社会館

対 凛 一般住民

今回桂川地区で、健康相談 をう

けられる方は、この日をご利用下

2期

3種混合予防接種

●とき 昭和54年

9月 18日

51年7月 1日 生

～52年 6月 30日 生

前年1期予防接種を

うけた人

1期の 2回 日は、10月 19日

3回 目は、■月20日

(1回 目と同 じ場所同 じ時間)

この予防接種は、(百 日セキ・破傷

風 。ジフテリヤ)の 3種類で、 3

回 うけなければなりません。

①囁供の状態をよく医師に話す。
問診票の必要事項は必ず記入 し、

母子手帳といっしょに受付へ。

9月の納税は

国民健康保険税

です   (3期
動

広報しうら ⑥

村民体育大会は

9月 9日 に開催

第6回村民体育

大会は、9月 9

日 (日 曜日)市浦中学校 グランド

で開催 されます。

村民総スポーツと健康、スポー

ツをとおして村民の規善と融和 を

図ることを目的に開催 します。

みなさんの積極的な参加をお待

ちしています。

:【:J][1総璽人学級
と き 9月 10日 午後 7時

ところ 磯松公民館

対 摯 磯松地区在住の婦人

市浦村の歴史を

聞 く会

高校生の「ふるさと運動事業」
の一環 として開催するものですが、

今回は、中学生も対象とします。

この機会に市浦村の歴史を勉強 t′

ましょう。

と き 9月 15日 午前10時

ところ 市浦村基幹集落センター

講 師 豊島勝蔵先生

ｌ
ｎ
寄

―

６
一

健

康

相

餞

日

9月 5日 (水)磯松公民館 10:∞～12:∞ (一 般・乳児 )

9月 10日 (月 )十二公民館 10:00～ 12:00(乳 児)13:∞～14:∞ (一般)

9月 10日 (月 )太 田センタ

「

10:00～ 12:∞ (一般・乳児)

9月 n日 (火 )鵬元公民館 10:00～ 12:00(乳 児)13:∞～14・ 00(一般)

9月 11日 (火)相内センター10:∞～12:∞ (乳児)13:00～ 14:00(一 般)

妊

婦

指

導

日

毎週 月曜日相内～太田・桂川地区 (役   場)

″           十三地区 (十 三出張m

毎週 火曜日脇元 。磯松地区   (脇元出張所)

時間は各会場とも9:00～ n:00
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津軽の先住民族

豊

三
津
七
湊
に
指
定

貞
応
二
年
二
月

（
一
三
二
三

年
、
北
条
義
時
時
代
ヽ
十
三
湊

は
日
本
三
津
七
湊
に
指
定
さ
れ

安

　

一

島

　

勝

　

蔵

ま
し
た
。
日
本
全
国
の
十
指
の

港
に
列
し
た
わ
け
で
す
。
三
津

と
い
う
の
は
伊
勢
姉
ヶ
津
、
博

多
宇
ノ
津
、
泉
州
堺

ノ
津
で
す
。

七
湊
と
い
う
の
は
越
前
三
国
湊
、

能
登
輪
島
湊
、
越
後
今
町
湊
、

奥
州
十
三
湊
、
加
賀
本
吉
湊
、

越
中
岩
瀬
湊
、
出
羽
阿
北
湊
の

こ
と
で
す
。
こ
の
当
時
の
船
の
、

さ
ま
ざ
ま
な
規
則
も
あ
り
ま
す

け
れ
ど
、
長
い
の
で
省
略
さ
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
小
泊
村
の

西
山
家
に
伝
え
ら
れ
所
蔵
さ
れ

て
い
ま
し
た
貞
応
の
船
法
の
写

本
は
、
現
在
同
家
か
ら
小
泊
中

学
校
に
寄
贈
さ
れ
て
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。

湊
浦
奉
行
所
を
設
置

天
文
二
年
十
月

（
一
五
三
二

年
、
足
利
義
晴
時
代
）、
小
野
寺

甚
内
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

「十

三
廻
船
式
目
」
に
よ
り
ま
す
と
、

十
二
湊
に
は
灘
櫛
ゎ
違．
使し
鵬
⌒津

司
、
検
番
が
勤
務
す
る
湊
番
所
、

湊
浦
奉
行
所
の
こ
と
）
が
置
か

安
東
氏
の
港
の
管
理
の
役
所
で

す
け
れ
ど
も
、
寄
港
の
区
域
の

指
示
、
荷
上
げ
荷
下
げ
の
監
視
、

夜
航
の
禁
止
、
密
航
者
の
取
り

し
ま
り
、
出
入
港
時
の
帆
の
あ

げ
方
、
湊
の
燈
明
の
管
理
、
寄

湊
状
の
所
持
の
有
無
、
抜
け
荷

買
の
監
督
、
■
に
備
え
て
の
警

警
報
道
具

（た
と
え
ば
、
ほ
ら

員
の
類
）
の
所
持
、
難
破
に
対

す
る
救
桐
浮
物
の
設
備
等
寄
航

船
の
全
般
に
関
す
る
管
理
を
役

船
中
に
お
け
る
盗
難
、
殺
生
等

の
事
件
は
、　
一
切
船
頭
の
責
任

に
お
い
て
処
理
さ
れ
ま
し
た
が
、

十
二
湊
に
寄
港
す
る
と
同
時
に

検
非
違
使
庁
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
時
に
よ
っ
て
は
、

未
解
決
事
件
で
あ
る
と
、
全
員

下
船
を
禁
止
さ
れ
、
審
判
が
く

だ
っ
て
下
船
が
許
さ
れ
る
こ
と

次
に
、
十
三
湊
検
非
違
使
庁

の
治
司
樺
沢
団
右
衛
門
の
尉
が

定
め
た
船
法
に
つ
い
て
、
そ
の

大
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

０
■
の
徹
収

十
三
湊
は
、
入
港
船
に
対
し

て
税
の
徴
収
を
行
な
い
、
莫
大

な
富
を
得
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
通
商
船
に
課
せ
ら
れ
た
税

は
、
そ
の
日
そ
の
日
の
通
商
高

に
よ
っ
て
日
歩
五
百
貫
文
、
三

百
貫
文
の
三
段
階
に
区
分
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
漁
船
に
対
し

ま
し
て
は
、
遠
海
漁
、
近
海
漁

に
か
か
わ
ら
ず
検
番
の
検
見
を

受
け
、
漁
獲
高
の
六
分
の
三
の

品
を
納
め
さ
せ
ま
し
た
。
ず
い

分
高
率
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

０
麟
静
σ
聯
癬
リ

男
女
の
風
紀
に
つ
い
て
は
、

と
て
も
厳
重
な
規
則
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
お
も
に
客
船
で

し
ょ
う
が
、
十
三
湊
で
船
に
宿

泊
す
る
時
は
、
男
女
別
々
の
部

屋
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
船
中
で
の
夫
婦
の

添
え
寝
は
禁
止
さ
れ
、
ま
し
て
、

船
中
で
婦
女
子
を
お
か
し
た
者

は
容
赦
な
く
死
罪
に
処
せ
ら
れ

る
規
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

０
そ
の
他

船
中
で
の
飲
酒
、
商
行
為
の

禁
止
、
騒
動
を
起
こ
し
た
者
の

死
罪
も
定
め
ら
れ
船
頭
た
り
と

も
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
航
行
の
安
全
に
つ

い
て
は
特
に
意
を
用
い
、
安
東

船
に
は
万
全
を
期
し
た
施
設
設

備
が
整
．え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
五
四

・
八
・
三
〇
記

⑨

長
谷
寺
跡

桂
川
と
太
田
川
の
合
流
す
る
地

点
、
俗
称
中
崎

⌒四
軒
家
向
い
）

に
長
谷
寺
が
あ

っ
た
。

こ
こ
か
ら
石
地
蔵
や
人
骨
が
出

土
し
た
ほ
か
、
大
れ
な
庭
石
等
の

散
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
寺
は
禅
林
寺
と
共
に
平
氏

の
減
亡
を
供
養
し
て
安
倍
次
郎
と

安
東
高
恒
が
建
立
し
た
の
が
初
ま

り
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
建
仁
二
年

■
き
こ
十
三
左
衛
門
尉
秀
光
が
寺

閣
と
し
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

寺
は
天
台
宗
に
属
し
、
山
王
の

礼
場
所
で
あ

っ
た
が
、
主
尊
仏
は

大
日
如
来
に
似
て
阿
閣
如
来
、
阿

弥
陀
如
来
、
薬
師
如
来
、
釈
迦
如

来
を
安
置
し
た
ほ
か
東
西
南
北
に

四
天
王
を
配
し
、
不
動
明
王
を
本

殿
に
鎮
座
し
た
と
い
う
。

住
僧
は
山
王
か
ら
巡
住
さ
せ
居

住
者
は
東
日
流
六
郡
よ
り
参
詣
す

る
行
者
の
宿
と
な

っ
て
、
法
灯
は

禅
林
寺
と
共
に
日
夜
絶
え
る
こ
と

な
く
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

長
谷
寺
の
水
に

清
む
る
吾
が
罪
ぞ

流
れ
は
西
の

海
に
消
え
な
ん

安

東

水

軍

④

~｀
へゝ □⌒

t村史資H中彗より)   |
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県
民
運
動
第
二
の
項
目
は
、

『花
と
緑
い
っ
ぱ
い
運
動
』
で

み
ん
な
で
花
と
線
を
育
て
豊

か
な
う
る
お
い
の
あ
る
郷
土
を

つ
く
り
、
自
然
を
愛
す
る
心
を

着
お

・う
と
す
る
も
の
で
す
。

一そ
こ
で
、
次
の
四
っ
を
個
人
、

家
庭
、
職
場
、
学
校
等
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
て
実
践
し
て

欲
し
い
。

田

「
身
の
ま
わ
り
か
ら
花
と
緑
を

増
や
そ
う
虔

．

ち
よ
つ
と
し
た
場
所
に
も
花

や
木
を
植
え
、
美
し
い
環
境
を

つ
く
ろ
う
。

０

「花
と
緑
は
み
ん
な
で
大
切
に

し
よ
う
ピ

植
え
た
花
や
木
は
、
よ
く
手

入
れ
を
し
よ
う
。
又
、
車
中
か

ら
ゴ
ミ
を
投
げ
な
い
よ
う
に
し

、
　

　

　

　

―

〓
署
・―

新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
指
し
て

し
い
自
然
を
守
る
た
め
、
自

分
の
ゴ
ミ
を
自
分
で
持
ち
帰

る
こ
と
を
率
先
し
て
行
お
う
。

昨
年
六
月
に
発
足
し
た

「
あ

す
を
拓
く
あ
す
な
ろ
県
民
運
動
」

は
、
組
織
づ
く
り
を
終
え
、
九

月
四
＝

⌒火
）
木
造
町
で
行
わ

れ
る
市
町
村
推
進
員
の
研
究
集

会
を
皮
切
り
に
、
実
際
の
活
動

が
活
発
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

市
浦
村
で
は
、
運
動
項
目
と

照
合
し
、
関
係
機
関
か
ら
二
〇

名
の
推
進
員
を
委
嘱
し
て
お
り

ま
す
。
氏
名
は
次
号
で
お
知
ら

剛

「
本
を
植
え
、
縁
の
豊
か
な
山

を
育
て
よ
う
己

縁
の
山
は
、
潤

い
と
憩

い
を

与
え
て
く
れ
る
ば
か
り
で
な
く

重
要
な
働
き
を
も

っ
て
い
ま
す
。

植
林
も
し
、
大
事
に
育
て
、
持

に
山
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
に

努
め
よ
う
。

四

「
自
然
に
親
し
み
、
自
然
を
大

切
に
し
よ
う
」

ま
ず
自
然
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
よ
う
。
そ
れ
に
は
、
自
然

観
察
会
や
探
鳥
会
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
美

電
話
料
金
を
電
算
化

五
所
川
原
電
報
電
話
局
で
は
、

昭
和
二
十
四
年
九
月
分
か
ら
電
報

電
話
料
金
の
集
計
、
計
算
事
務
を

電
算
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
五
所
川
原
局
で
発
行

し
て
き
た
公
社
請
求
書
は
、
集
計

か
ら
発
行
ま
で
、
す
べ
て
職
員
の

手
作
業
で
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、

電
話
加
人
者
の
増
加
に
よ

っ
て
従

来
の
方
法
で
は
集
計
発
行
業
務
が

限
界
と
な
り
、
か
ね
て
か
ら
電
算

化
計
画
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、

い
よ
い
よ
こ
の
九
月
か
ら
本
実
施

す
る
こ
と
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
電
話
料
金
の
請

求
方
法
な
ど
が
次
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
。

一
、
公
社
請
求
書
、
領
収
書
様
式

の
あ
て
名
が
、
カ
タ
カ
ナ
と
な

る
な
ど
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
仙
台
に
あ
る
電
信
電

話
料
金
局
か
ら
直
接
送
ら
れ
る

二
、
料
金
の
計
算
期
間
や
支
払

い

期
限
が
下
記
の
よ
う
に
変
わ
り

・ 太わくの 9月 分からコンピューター発行となります。

・期間調査のため9月分の計算期間は35日 間となります。

(注)1.計算期間の締切日が土曜、日曜、祝日にあたる

場合は、それらの前日が締切日となります。

2.基本料金等の計算期間は、従来どおり (1日

～月末)で変わりありません。

(五所川原電報電話局)TEL(01733)5-1101番
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石岡認 さん長女 (脇元)  i

崚子 ちゃん (H力 月) |

3人 兄妹の末っ子        |
私、オモチャたくさん持ってる  |

クマちゃんにイジワルしてるの。 |
立っのがやっとの綾ちゃん 。…。 |

長橋・梅沢・ 中里・小泊 0市浦局のお客さま

10月 分驚

計 算 期 間

請求書到着日

支 払 期 限

詢

‥
お
壁

成
田
　
友
美

（相
内
）
俊
二
郎

小
林
　
裕
二

（相
内
）
初
　
男

三
上
奈
津
子

（相
内
）
長
五
郎

相
坂
　
友
人

（十
三
）
義
　
雄

成
田
　
武
典

（脇
元
）

武

柏
谷
　
美
沙

（相
内
）

稔

古
川
琢
也

（十
三
）
七
五
三
夫

三
和
　
朋
聖

（相
内
）

均

外
崎
　
史
子

（脇
元
）
精
　

一

櫛
引
　
亮
平

（脇
元
）
雄
　
一
一

山
本
　
和
秀

（相
内
）
昭
　
和

秋
田
谷
金
仁

（桂
川
）
金
　
蔵

銅
｝嬉

（納副み獄嚇
一肝

（勧剛　囃き．́　一転

（痢卿喜輛碑
一螂

（鰍制　純鶴
一惰

（抑』み〔噂
一紳

（随畔　鱗一
一軸

（］赫ち純「
一麟

（帥鰤　勝可
一樹

∩
剛

∪

岩
間
ハ
ナ

（相
内
）
７４
歳

佐
藤
豊

一

（相
内
）
田
歳 造 松 内 浜 里 内 田 里 三 森 庫 元 里 田 浜 二


